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『あなたの情報カード』を
活用した情報共有
松阪地区薬剤師会 医療安全対策委員会

ユニスマイル薬局いざわ店 大久保琢爾

お薬手帳を活用した情報共有について

１．残薬調整時に処方が消えてしまう問題

薬薬連携の会

２．手帳更新時に表書きが消えてしまう問題

医療安全対策委員会

１．残薬調整時の手帳記載の対応

２．あなたの情報カードの作成・配布
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残薬調整時に処方が消えてしまう問題

○×病院 8月

アムロジピン錠5㎎ 1錠
バイアスピリン錠100㎎ 1錠
バセドキシフェン錠 1錠
アルファカルシドール錠 1錠
分1朝食後 30日分

ロスバスタチン錠 1錠
分1夕食後 30日分

メトホルミン錠 3錠
分３毎食後 30日分

ゾルピデム錠5㎎ 1錠
分1寝る前 30日分

○×病院 9月

アムロジピン錠5㎎ 1錠
バイアスピリン錠100㎎ 1錠
バセドキシフェン錠 1錠
アルファカルシドール錠 1錠
分1朝食後 30日分

ロスバスタチン錠 1錠
分1夕食後 30日分

ゾルピデム錠5㎎ 1錠
分1寝る前 30日分

入院

直前処方
メトホルミン
処方なし

持参薬に
入っている

残薬調整

残薬調整時に処方が消えてしまう問題

薬薬連携の会アンケート結果2023年07月より

46%54%

残薬調整時の手帳記載（n=24）

記載している していない

• 【設問】残薬調整時に手帳に記載をしているか

５４％の薬局では、必要な調剤分以上の残薬がある場合に、残薬調整時に手帳から薬が消えてしまう
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• 抗凝固薬、抗血小板薬、循環改善薬

• 降圧薬

• 血糖降下薬

• PDE-5阻害薬、肺高血圧症治療薬
• 女性ホルモン製剤（LEP製剤、低用量OCなど）
• SERM（ラロキシフェン、バセドキシフェン）
• 抗悪性腫瘍薬

まずは、周術期に注意すべき薬剤について、
残薬調整時に記載をしよう！

KEY WORD：「手帳に記載」は「多職種連携」

残薬調整時の手帳記載（ハイリスク薬）に
ついてのアンケート結果

医療安全対策委員会アンケート結果2025年01月より

50%

25%

25%

知っていて始めている 知っているが記載していない 知らない

継続した取り組みの周知と啓発が必要

残薬調整時の手帳記載（ハイリスク薬）N＝24
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手帳更新時に表書きが消えてしまう問題

• この手帳表書き、注意すべきことはないと判断しま
すか？

• それとも、必要事項が書いてないと判断しますか？

実際に「消えてしまった」事例が発生しています

そうして生まれた「あなたの情報カード」

•書き写す手間を省く

•繰り返し使用できる

•多職種の方でも使いやすく、見やすいように

•入院時だけでなく、災害時にも活用してもらえる情報源として
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あなたの情報カード（中面）

あなたの情報カード（外面）
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「あなたの情報カード」の使い方

ナカ面カラー

ソト面モノクロ
完成

折り返すと、医療機関の情報等が
確認できます

手帳カバーと表紙の間に
差し込むだけ

「あなたの情報カード」配布を行いました

•松阪地区の会員薬局に50枚ずつ
•済生会松阪総合病院、市民病院、松阪中央総合病院の薬剤部、三
重ハートセンターに30枚ずつ

•各地域包括さんに30枚ずつ

•かかりつけの患者さん、副作用歴、アレルギー歴の多い患者さんに
優先して配布いただくようにアナウンス
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松阪地区 医療と介護の連携ハンドブックに
も取り上げていただきました

使用状況についてアンケートを実施

☑
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使用状況：現時点での使用枚数(枚)

2024年
N＝24

2025年
N＝26

平均配布数1.8枚

平均配布数6.9枚

手帳カバーがないと使い辛い

少しかさばる

存在を忘れていました。申し訳ありません。

説明に時間がかかるので、待っている患者さんがいると難しい

通常業務が忙しいときは、渡しそびれてしまうことが多い

患者さんが少ない

初期は全員に配布するとスタッフが勘違いしていた。訪問患者のみにする等基準があればわかりやすい
かと思います。

落下した時の個人情報として、他人が個人名を把握できないようにイニシャルのみにすべきか

渡してもあまり使用していない

お薬手帳を持っていない方がほとんどでこちらもまだ習慣になっていないのでついつい忘れてしまう
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2024年
N＝24

2025年
N＝26

➂

「手帳が変わったときに忘れそう」来局患者より

新しい手帳になるタイミングで、見開き部分を書き写すのがすごく大
変だといわれたので、記入してお渡ししました。

大きな反応はなかったがこれからあるかもしれない。

【患者】みやすくなっていいわ ありがとう

副作用歴が多い方に好評でした

毎回記入しなくてよいのでありがたい

毎回書き換えなくってよくなった 楽です！

わかりやすくていい、書き写しの手間が減って嬉しい

便利ですねとおっしゃられる方ばかりです。

書き直す必要がなく嬉しい

お薬手帳が新しくなる都度転記しなくてよくなったので助かる

便利そうやな～、カードを落としてしまいそうでちょっと怖いな～

デザインがかわいい、繰り返し使えるので便利

納得してもらう人や、黙ってもらう人があった

副作用等記入事項がある場合に配布しているので好意的です。

お薬手帳の更新が楽になる

特になし

とくにありません

2024年 2025年
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説明する時間をしっかり設ければもっと活用できると思います。

副作用歴が目立ってわかりやすく意識しやすくなる

ケアマネジャーさんに連絡しやすくなりました(担当がわかりやすくなった)

かかりつけの患者さんにお渡しすると好評でした。

服薬指導中に副作用が判明したため、その場で情報カードの副作用歴の欄に薬剤師が記入してお渡ししたところ、
その他の部分を自宅で記入いただいて次回来局時に持参いただいた

お渡しした次の来局時、アレルギーの記載をいただき、新しく食物アレルギーがあることがわかった

手帳をよく使う人には好評でした

毎回副作用を引き継いで記入している患者は薬剤師が楽になりました。

2024年

2025年

分譲はどこにありますか。追加したいです

もっと積極的に利用したい

紙の色を変えてはどうでしょうか？ 目立って良いと思います。

使用意義の説明をもっとしやすくしてほしい（災害時の活用等）
電子お薬手帳になったときに、こういった情報の引継ぎはどうなるのでしょうか

「あなたの情報カード」についてではないので申し訳ないですが、肺炎球菌ワクチン、
帯状疱疹ワクチン等高齢になってからする予防接種の記録シールを貼る台紙もあ
ると便利と思いました。記録シールをお薬手帳に挟んでみえる方が結構いらっしゃ

います。この頃健康手帳はあまり見かけなくなりました。

シール用紙にコピーできるもの

手帳カバーを配布していないので、今後の検討事項だと思い
ました。

紙製ということもあり、カバーに入っていない部分がぼろぼろ
になってしまわないかという不安はありました。

アレルギーや副作用歴のある患者さんにお渡ししています。ご
自分で書き込んでいる方もおられ、喜んでいただいております。

まだほぼ使用できていないため、今後また積極的に使用して
みて様子みたいと思っています。
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手帳を活用した連携は道半ば

13%

75%

13%

手帳に記載が増えたと感じる 以前と変わりないと感じる 取り組みを知らない

医療安全対策委員会アンケート結果2025年01月より

手帳記載（退院時の情報共有、一包化の括弧書き等）を通じた
多職種連携について(n=24）

手帳に記載は多職種連携

残薬調整時の記載
一包化括弧書き
特別な調剤・服用方法の特記
あなたの情報カードの配布

退院時処方へのコメント記載
ガン薬薬連携ツール
心不全連携ツール


